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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 

（ 八代清流高等 ）学校 令和３年度（２０２１年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

一人一人の生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として 

尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な

社会の創り手となることができるようにする。 

（１）他者と共によりよく生きるために、人間としての在り方生き方を考え、主体的な判断の下、 

「自律」した行動のとれる生徒を育成する。 

（２）持続可能な社会の創り手となるために、現代的な諸課題に「進取」の気概をもって挑戦し、 

粘り強く課題解決する生徒を育成する。 

（３）多様な人々と協働しながら豊かな人生を切り拓くために、文武両道に努めて心身を「錬磨」 

   し、活力ある逞しい生徒を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）自律（徳）「自律（自立）した行動がとれる生徒の育成」 

（２）進取（知）「主体的・対話的で深い学びのある授業の提供」 

（３）錬磨（体）「特別活動の充実と部活動の奨励」 

 

３ 自己評価総括表 

評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 

 

学校 

経営 

 

地域の

進学希

望者の

夢を叶

える 

 

自律した行

動がとれる

生徒の育成 

①自己管理

能力の育成 

②安全教育

・防災教育

の充実 

③保護者や

地域との連

携 

①Ｓノートや

健康管理シー

ト等を有効に

活用する 

②施設の整備

・点検や防災

避難訓練を実

施する 

③情報の発信

により生徒理

解を深める 

Ａ 

①生徒個人がスケジュール管

理や連絡事項を整理し、健康状

態を日々把握することで、自律

した行動力の育成に取組んだ 

②年２回実施する安全点検や

避難訓練を通して、安全な環境

作りと防災意識を高め、危機管

理や命の大切さを学ぶ機会と

した 

③中学生や保護者向けの説明

会、ＨＰの適時更新、清流高だ

より等で学校生活の様子や生

徒の活躍を紹介し、校内の雰囲

気や活気を外部に発信した 

主体的・対

話的で深い

学びのある

授業の提供 

①基礎基本

の定着とＩ

ＣＴの活用 

②指導と評

価の一体化 

③総合的な

探究の時間

の充実 

①タブレット

を効果的に活

用する 

②シラバスや

ルーブリック

評価表及び学

習評価基準を

作成する 

③プロメプラ

ンの対話や実

践を通して課

題解決能力を

育成する 

Ｂ 

①タブレットに連絡事項の掲

載や授業の教材・宿題の配信、

電子黒板等を活用し、ＩＣＴを

効果的に運用した。一方でＩＣ

Ｔの活用が目的化されないよ

うにすることが今後の課題で

ある 

②教科ごとに来年度のシラバ

スを作成した。学習評価の研究

指定校事業による研究や研修

を通して、授業改善と学習改善

に学校全体で取組んだ 

③探究活動を通して、視野を広

げ、課題を見つけ、自ら未来を
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切り拓いていく総合力の養成に

取組んだ。 

特別活動の

充実と部活

動の奨励 

①地域への

貢献 

②生徒会活

動の充実 

③部活動の

奨励 

①各種ボラン

ティア活動に

積極的に参加

する 

②生徒が主体

となって学校

行事を運営す

る 

③清流高だよ

りやＨＰによ

る活躍や戦績

等を発信する 

Ａ 

①人権フェスティバルのオン

ライン参加や八代海河川・浜辺

の大掃除には１００名以上が

参加し、ボランティア意識の向

上が窺えた 

②生徒会を中心に学校行事の

運営や学校紹介動画の制作、テ

レビＣＭの出演等、多岐にわた

り、生徒が主体となって取組ん

だ 

③生徒に清流高だよりを出身

中学校に持参させたり、ＨＰの

更新回数を増やしたりするこ

とで、最新の生徒の活躍を発信

した 

魅力あ

る学校

づくり 

 

学校の魅力

発信 

 

効果的な広

報活動によ

るイメージ

アップ 

学校紹介動画

とリーフレッ

トの作成、清

流高だよりの

発行、ＨＰの

即時更新によ

り学校の様子

を発信する 

Ａ 

・県の施策である県立高校魅力

化事業で、イノベーションハイ

スクールに指定され、スクール

ミッションの策定や情報発信

等、各種ＰＲ活動に取組んだ 

・生徒がデザインした河童のマ

スコットキャラクター入りオ

リジナル付箋を制作、説明会で

中学生に配布し、好評を得た。

今後、本校のキャラクターとし

て多方面で活用する 

進学重視型

単位制の周

知 

 

メリットを

周知し、他

校にはない

特色をＰＲ 

中学生や保護

者等に分かり

やすい説明を

工夫するとと

もに、在校生

の進路実現に

向けたシステ

ムを有効に活

用する 

Ａ 

・中学校説明会では、単位制の

魅力を分かりやすく漫画で説

明した 

・生徒には進路や興味関心に応

じた科目選択ができるように、

面談や集会等で周知した 

・単位制の魅力を今後更に進化

させるために、カリキュラムを

どのように見直すことができ

るのか検討する 

業務改

善・働

き方改

革 

意識改革及

び業務改善

によるやり

がいのある

職場環境の

構築 

業務のスリ

ム化及び働

き方の見直

しによる時

間外勤務の

短縮 

ＩＣＴを活用

した授業の改

善、校務支援

システムによ

る連絡や研修

の実施及びペ

ーパーレス化

を図る 

Ｂ 

・タブレットの配付や安心メー

ルの活用により職員間や生徒、

保護者への配付物のペーパー

レス化が加速した 

・授業の板書が減ったり、宿題

の採点を一部自動化したり等、

授業や業務の改善、効率化を進

めた 

 

学力  

向上 

ＩＣＴ

を活用

した授

業の実

践 

 

教職員の授

業力向上の

取組み 

・授業評価

システムの

再構築と授

業力向上を

目指した公

開（研究）授

・新学習指導

要領に基づい

た授業評価及

び授業改善を

行い、「ＩＣ

Ｔを活用した

Ａ 

・６月に授業見学週間、７月に

授業改善の職員研修を実施し

た。ＩＣＴ活用推進委員会と連

携し、１０月と１２月にＩＣＴ

を活用した授業実践や公開授

業に全職員で取組んだ 
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業の実践 

・数学科の

研究指定の

取組み例を

基に授業力

向上を目指

した職員研

修の設定と

実践 

主体的・対話

的で深い学び

のある授業」

の具体的な取

組みを行う 

・グループ研

修や研究授業

の実践を計画

的に行う 

・各教科で授業におけるＩＣＴ

活用事例のWeb配信を行った 

・学習評価について、職員研修

及び評価方法の試行を行った 

・各種の先進的な授業力向上の

取組みを通して、教師のスキル

や実践力が高まった 

主体的

に学習

に取り

組む生

徒の育

成 

 

生徒の自主

的な家庭学

習への取組 

・家庭学習

時間を増や

すための工

夫と学習方

法の指導 

・予習・復習

の徹底と家

庭学習時間

の把握と活

用 

・授業アンケ

ートを基に各

教科で家庭学

習習慣の定着

のための方策

を検討する 

・ポートフォ

リオを活用し

生徒自身の自

己評価を元に

面談週間や家

庭訪問等で学

習の仕方をア

ドバイスする 

Ｂ 

・６月に家庭学習時間調査を実

施し、学習状況を確認した 

・授業評価アンケートを年２回

実施し、学習状況の確認や教師

の授業改善に取組んだ 

・ＩＣＴの導入により、課題の

配信や提出確認が簡単にでき

るようになり、生徒一人ひとり

の学習状況が把握しやすくな

った 

・生徒、職員ともにＩＣＴの活

用スキルは向上しているので、

更に学習改善や授業改善に繋

げていく必要がある 

 

キャリ

ア教育 

(進路 

指導) 

地域や

社会と

結びつ

いた進

路意識

の高揚 

 

高等教育機

関の理解を

深め働くこ

との意義や

社会の一員

としてより

良く生きる

ための職業

観・勤労観

の育成 

様々な学習

体験を通し

て、学問や

職業には多

くの分野が

あることを

知り、自分

の道を見つ

けようとす

る態度の育

成 

・高大連携出

張講座、大学

訪問、大学説

明会、進路講

演会、キャリ

アプランニン

グ活動（イン

ターンシップ

・出前講座・

公開講座）に

主体的に参加

する 

・総合的な探

究の時間に外

部と連携する 

Ａ 

・１、２年を中心に８大学によ

る大学出張講座を実施した 

・進路講演会は、各年次に応じ

た内容で実施した 

・新型コロナの影響により、校

外で実施するキャリアプラン

ニング活動が中止となり、オン

ラインで看護講座のみ実施し

た。校内活動では、分野別に志

望理由書の添削を継続的に実

施した 

・総合的な探究の時間では、消

防や地元企業への聞き取り活

動を行った 

・各種のキャリア教育を通して

進路意識の高揚や自ら将来を

考える姿勢が窺えた 

進路選択に

おける意識

の向上と取

組 

自ら進路に

向き合い、

校内外での

諸活動に主

体的に行動

できる生徒

の育成 

・年間６回の

面談や進路ガ

イダンス、Ｌ

ＨＲや総合的

な探究の時間

を活用し、進

路学習を実施

する 

・総合的な探

究の時間で興

味関心を深め

る探究活動を

Ｂ 

・進路指導部主催による２回の

面談週間や個別面談について

は年間を通して随時行った。 

・科目選択や進路相談等は、年

次団、各主任主事の協力のもと

多くの教員と関わる体制が取

れた 

・一人一台端末が導入されたこ

とで、時間や場所を選ばずに探

究活動を行う環境にはあるが、

更に有効的な活用を研究して

いくことが今後の課題である 
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実施する 

進路実

現に向

け、主

体的に

行動す

るため

の環境

づくり 

 

生徒の進路

希望及び学

力、学習時

間、得意分

野、特技等

の把握と学

力の向上 

進路希望調

査や模擬試

験結果の有

効活用と課

外授業の充

実 

・進路希望調

査及び情報共

有のために進

路検討会を実

施する 

・課外授業の

実施で学力を

向上させる 

・模擬試験や

スタディサポ

ートを活用し

学習時間や苦

手分野を把握

し、改善のた

め年次会や各

教科会で分析

会を実施する 

・Ｓノートや

キャリアパス

ポートを活用

し、自己を振

り返る時間を

確保する 

Ａ 

・４月と１１月に進路希望調査

を実施した 

・課外授業は、３年次の夕課外

で１科目あたり前期１３時間、

後期１７時間実施し、土曜課外

は年間７回実施した。１、２年

次は、夏季休業中に実施した 

・模擬試験やスタディサポート

の分析方法を変え、教科ごとに

苦手分野を抽出、その対策方法

を年次会で検討し、朝学習や授

業において取組んだ。２年次は

タブレットを活用し、ゲーム形

式で単語を覚える活動を行っ

た 

・Ｓノートの活用は個人差があ

るが、学習時間や予定の管理を

各自で行っている。キャリアパ

スポートは、記録の時間を年間

計画で設定しているが、日常的

な活用までには至っていない 

コミュニケ

ーション能

力の育成 

 

小論文指導

や面接指導

の充実 

・総合的な探

究の時間や朝

学習を活用し

小論文学習を

実施する 

・全職員で小

論文、面接、

グループディ

スカッション

等を指導する 

・口頭試問の

個別指導を実

施する 

Ｂ 

・朝学習で要約に取組んだり、

小論文講演会を実施したりし

て計画的に進めた 

・全職員で３年次生の総合型選

抜や推薦受験の指導に取組ん

だ。担任と担当者の間で、指導

の範囲について連携が不足し

ていた場面があった 

・口頭試問については、専門性

の高い教員が３年次４月から

継続的に指導を行った 

 

進路指導力

の向上 

生徒や保護

者の進路相

談に対する

的確な資料

の提示や助

言 

・複数回、複

数人での進路

面談と記録に

よる継続的な

指導を行う 

・進路検討会

を実施する 

・学校説明会

に計画的に参

加し、情報を

共有する 

・進路指導関

連情報を年次

連絡会等で発

信するととも

 Ａ 

・担任と進路指導主事で連携し

計画的に面談を実施すること

ができた。生徒に応じて面談の

回数を増やし、納得がいくまで

練習を重ねた 

・３年次については、進路検討

会、出願検討会を計画的に実施

することができた。２年次につ

いては、国公立大学、医療系、

公務員志望等、進路先に応じた

指導を行った 

・生徒の進路先を把握し、説明

会で得た情報を年次会や生徒

に直接伝え、情報を共有するこ

とで的確な対応を図ることが
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に、個に応じ

た情報を発信

する 

できた 

・各大学のオンライン講座等を

進学希望者に個別に紹介した 

 

生徒  

指導 

 

生徒の

自律心

と自尊

心の育

成 

 

自ら判断し

、行動でき

る生徒の育

成 

・生徒会及

び各種委員

会活動の充

実 

・服装や生

活態度を自

ら確認する

習慣の育成 

・学校行事等

に生徒会が中

心となって企

画運営に協力

して取組む 

・定期的に各

種委員会を実

施する 

・生活委員会

と生徒会を中

心に生徒の自

己点検や自主

的な確認を促

す 

Ａ 

・生徒会執行部では、週１回ラ

ンチミーティングを開催し、文

化祭やクラスマッチ等の企画

や学校生活の充実のための方

策を話し合った。オンライン放

送を活用し、生徒会が全校生徒

に文化祭の呼びかけやクラス

マッチの説明等を行った 

・定期的な各種委員会の開催に

より、ボランティア委員会での

朝掃除や美化委員会での美化

コンクール等、継続的な活動を

行うことができた 

・タブレットの使い方や情報モ

ラルについて、ＨＲ情報委員長

と生徒会長が協力し、オンライ

ンで生徒に呼びかけを行った 

基本的生活

習慣の確立 

・時間の厳

守 

・挨拶の励

行 

・５分前行動

を徹底する 

・語先後礼を

周知し、挨拶

運動に取組む 

Ｂ 

・全校集会や講演会の集合は時

間前に揃っているが、５分前行

動、語先後礼については定期的

な周知ができなかった 

 

明るく

楽しい

学校づ

くり 

規範意識が

高い生徒の

育成 

 

・生徒間交

流の実施 

・部活動の

充実 

・生徒会企画

で全学年参加

の行事を実施

する 

・地域との情

報共有に努め

る 

・部活動を中

心とした清掃

活動を実施す

る 

Ａ 

・体育大会や文化祭、クラスマ

ッチを企画、運営し、生徒同士

が交流を通して関係を深める

ことができた 

・テレビ媒体に出演し、地域に

本校生徒の良さや活躍の様子

を伝えることができた 

・各部の活動の中で、部室や活

動場所の清掃活動を行った 

交通指

導の強

化 

交通マナー

の向上 

・交通安全

教育の徹底

及び加害事

故０件 

・交通指導

の実施 

・自転車の

鍵かけ推奨 

・交通講話及

び交通指導を

年６回実施す

る 

・交通委員に

よる自転車の

鍵かけ推奨活

動を実施する 

 

Ｂ 

・交通講話は新型コロナ感染症

拡大のため中止となったが、Ｈ

Ｒを通じて交通安全の呼びか

けを行った 

・交通指導は、計画通りに行う

ことができた 

・自転車の鍵かけについては、

交通委員の働きかけにより、意

識付けができた 

 

人権教

育の推

進 

命を大

切にす

る心を

育む指

導 

 

命を大切に

する心を育

む取組の充

実 

授業、学校

行事、特別

活動等のあ

らゆる場面

において人

権尊重の理

念に立った

全教科全領域

で「生徒の命

を大切にする

心」を育む指

導を行い、自

らの存在を肯

定的に捉えら

Ａ 

・授業や学校行事等において、

自己表現や集団表現をする機

会を多く設け、自分自身を大切

にすることや他者を尊重する

意識を高めた 

・人権教育講演会や各年次にお

ける人権教育ＬＨＲ、「きずな
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取組 れるような教

育活動を行う 

の木」作成等、あらゆる場面に

おいて人権や個性を尊重する

大切さを学んだ 

自分の夢や

目標の明確

化 

 

キャリア教

育の充実を

図るととも

に、人の役

に立つこと

や他者の価

値観を尊重

する姿勢の

育成 

・目標設定、

自分の考えの

発表を通して

目標達成のた

めの具体策を

考えさせる 

・単位制面談

や個別面談を

充実させる 

Ａ 

・生徒の興味や個性、進路希望

等に応じて、計画的に単位制面

談や個別面談が実施され、自ら

の将来を真剣に考える機会と

なった 

・ＬＨＲや総合的な探究の時間

におけるキャリア教育を通し

て、将来に対する考え方を深め

ることができた 

部落差別を

はじめとす

る個別的な

人権課題に

対する理解

と啓発 

新型コロナ

ウイルス感

染症に関す

る人権問題

事案の未然

防止 

新型コロナウ

イルス感染症

に対する偏見

や差別が生じ

ないよう正し

い知識や情報

の発信を行う 

Ａ 

・各ＨＲでは、リーフレットの

掲示と担任による講話を行い、

校内にはポスターを掲示して

啓発を行った。 

・各家庭には、安心メールで偏

見や差別の防止に関する情報

を発信した 

職員の

人権意

識の高

揚 

 

職員研修の

充実と人権

教育の視点

に立った指

導の実践 

校内研修会

の計画的な

実施を通し

て、人権意

識の向上と

生徒との信

頼関係の構

築 

・校内外の研

修参加を促す

とともに一人

一人を大切に

それぞれの能

力・適性に応

じた指導、支

援を行う 

・言語環境の

整備を行う 

Ｂ 

・各種研修を案内し、計画的な

研修の参加ができた 

・研修後の感想等を共有したり

グループで協議したりするこ

とで、多くの視点で人権問題を

考える機会となった 

・言語環境については、生活ア

ンケートの結果から日常的な

生徒の見守りや指導を継続す

る必要がある 

生徒の

人権意

識の高

揚 

豊かな人権

感覚を身に

付けた生徒

の育成 

他者を尊重

する意識・

意欲・態度

の育成 

・教材を見直

し、ＬＨＲ等

を活用した人

権教育に取組

む。 

・各部署と連

携し、人権課

題に日常的に

触れる機会を

作る 

・生徒主体の

啓発を行う 

・生徒の活動

等を保護者や

地域に発信す

る 

Ａ 

・全生徒での人権作文、１年次

生による「北朝鮮による拉致問

題作文コンクール」出品、２年

次生による「心のきずなを深め

る月間」の標語出品等、年次や

各教科、図書館と連携した取組

みができた 

・地域の児童生徒実行委員とし

て、生徒会から人権啓発のため

の活動の呼び掛けを行い、人権

動画の撮影に取組むことがで

きた 

・ＨＰに人権教育関係の記事を

掲載した 

・文化祭では、生活委員会が生

活標語の呼び掛けと集約を行

い、発表ができた 

 

いじめ

の防止

等 

いじめ

の防止 

 

生徒の背景

を把握した

適切な支援

・指導 

生徒の背景

について共

通理解を図

り、いじめ

防止につな

げる 

・生徒理解研

修の実施 

・保護者と連

携し、生徒に

必要な支援や

指導を全体で

Ａ 

 

・４、６、１１月に生徒理解研

修を実施し、課題を抱えた生徒

について共通理解を図った 

・研修の中でスクールカウンセ

ラーの助言も仰ぎ必要に応じ

て保護者と連絡をとり、こまめ
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行う に面談等を実施し支援にあた

った 

いじめの未

然防止の働

きかけ 

豊かな情操

や道徳心、

社会性の育

成 

・朝読書の充

実、芸術鑑賞

会の実施、い

じめに関する

標語の作成に

取組む 

・ストレス対

処ＬＨＲを実

施する 

Ａ 

・定期考査後２週間の朝読書や

芸術鑑賞を実施し、情操を育む

取組みができた 

・２年次生全員で「心のきずな

を深める月間」の標語作成に取

組んだ 

・６、１２月に全年次ストレス

対処ＬＨＲを実施し、ＳＳＴに

取組んだ 

 

いじめ

の早期

発見 

アンケート

によるいじ

めの早期発

見 

いじめの実

態を把握し

、迅速かつ

適切に対応 

１・２年次生

は３回、３年

次生は２回の

生徒・保護者

アンケートを

実施し、結果

を速やかに共

有する 

Ａ 

・アンケート実施後の対応マニ

ュアルを職員に周知し、注意を

要する回答については当日中

に共有し、迅速な対応ができる

態勢を整えた 

・職員、生徒には会議や校内放

送を通して結果を報告し、問題

点の共有を図った 

担任との面

談によるい

じめの早期

発見 

 

生徒一人一

人に対する

きめ細やか

な観察力の

向上 

日頃から生徒

に対する声か

けを積極的に

行い、いじめ

の早期発見に

努める 

Ａ 

・生徒の観察と声掛けを職員に

呼び掛け、面談週間を活用して

生徒の心身の状態を把握した 

・６、１０月には「心と体の振

り返りシート」をもとにサポー

トラインを超えた生徒への面

談を行い、問題の早期発見、早

期対応を行った 

スクールカ

ウンセラー

との連携に

よる生徒状

況の把握 

 

専門的見地

からの助言

による生徒

の状況把握

及び問題の

早期発見 

スクールカウ

ンセラーの来

校日を周知す

るとともに、

アンケート結

果をもとに積

極的に面談に

つなげる 

Ｂ 

・スクールカウンセラーの来校

日を行事予定表や教育相談だ

よりで周知した 

・アンケートで不安を訴えた生

徒を中心に積極的にカウンセ

リングにつなぎ、ＳＳＷとも連

携して支援にあたった 

・希望者が多く、カウンセリン

グの時数が不足している点が

課題である 

「心の

きずな

を深め

る」た

めの取

組 

「心のきず

なを深める

月間」にお

ける取組み

の充実 

生徒が主体

的にいじめ

防止につい

て考えるた

めの取組 

・保健委員会

で、きずなを

深めるメッセ

ージカードを

記入し、教室

に掲示する 

・図書委員会

で、きずなを

深める本を選

書し、紹介す

る 

Ａ 

・「自分と他者を大切にし、き

ずなを深めよう」をテーマに、

フルーツ型のカードにメッセ

ージを書き、広用紙で作った木

に貼る「きずなの木」作成を保

健委員中心に行った 

・作品を教室に掲示したことで

他者を大切に、いじめを許さな

い雰囲気の醸成につながった 

・図書委員は「友情」をテーマ

に選書し、図書室内にコーナー

を設けて紹介を行った 

 

地域連

総合型

コミュ

学校運営協

議会を通じ

本校教育へ

の理解と協

学校運営協議

会を年２回実
Ｂ 

新型コロナ感染防止により、２

回目を書面で実施した。ご意見
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携(ｺﾐｭ

ﾆﾃｨ･ｽｸ

ｰﾙ等) 

 

ニティ

スクー

ルの推

進 

 

た情報共有

と連携協力

体制の構築 

力による学

校の活性化 

施し、情報提

供及び課題を

協議する 

等を通して、本校教育活動への

理解と関心の高さが窺えると

ともに、課題に向けた様々な提

言が得られた 

熊本地震や

県南豪雨を

教訓とした

防災体制と

防災教育の

取組 

学校防災マ

ニュアルの

運用と研究 

学校防災マニ

ュアルを周知

し、生徒引渡

しと備蓄につ

いて協議する 

Ａ 

・防災マニュアルを全職員に配

布、災害時生徒引き渡しカード

の保護者（引き取り者）記入及

び確認を行った 

・備蓄品は、消費期限等をデー

タ化し、セミナーハウスに収納

した 

地域と連携

した防災教

育の充実 

防災避難訓練

の見学や防災

教育ＬＨＲに

ついて協議す

る 

Ｂ 

・コロナ禍を考慮し、地域と連

携した避難訓練は実施しなか

った 

・避難訓練を地震と火災に分け

て２回実施、避難経路を確認し

迅速な行動ができた 

地域と

ともに

ある学

校づく

り 

地域や保護

者との信頼

関係の構築 

地域貢献や

情報発信に

よって、理

解と協力を

得た生徒の

育成 

文化祭やマラ 

ソン大会等の 

学校行事を通 

し、育友会や 

地域とのより 

良い関係づく

りに努める 

Ｂ 

・コロナ禍で、学校行事に保護

者の参観案内ができなかった

ことは大変残念だったが、育友

会から行事ごとに差し入れを

いただき、保護者の思いが生徒

に伝えられた。 

・体育祭と文化祭の１部を保護

者に限定してオンライン配信

をしたことで活動の様子を伝

えることができた 

 

４ 学校関係者評価 

【学校経営】 

・コロナ禍の中、あらゆる面でＩＣＴを効果的に活用しようとする姿勢、さらに「ＩＣＴ活用を目

的化しないことが今後の課題」という視点は、とても評価できる。 

・生徒たちが落ち着いて、笑顔で登校している状況から、校内でも確実に成長している様子が窺え

る。 

【学力向上】 

・通常時以上に、家庭学習の取組みが重要である。課題の配受信や学習状況の把握、指導という流

れが円滑化されているので、さらに学力の向上が期待できる。 

・タブレットが１人１台となったことから、学力向上は課題である。ゲームや動画の閲覧だけでな

く、様々な情報収集の道具となることを学ばせてほしい。 

・進学校として、大学進学に努めてほしい。 

【キャリア教育】 

・困難な環境の下、高大連携の出張講座や地元企業への聞き取り活動を実施されたことは素晴らし

い。この成果を進路指導と生徒の意識向上に役立ててほしい。 

・学校で学んだことを地域や校外で活用することが、キャリア教育につながる。ボランティアや清

流高だよりの発行等、このまま進めてほしい。 

【生徒指導】 

・社会人として求められる自律性とコンプライアンスは、早期の教育研修が大事である。難しくな

く、明るく学べる環境づくりを大切に、今後さらに進めてほしい。 

・言われたり指導されたりの受け身ではなく、生徒会執行部を中心とした生徒が主体となった取組

みやメディアでのアピールが出来ていることは喜ばしいことである。 

【人権教育】 

・日頃から自分以外の人のことを思いやり、考える習慣づけが生徒の成長に不可欠である。学校生
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活のあらゆる場面で、それを意識した活動がなされていると思う。 

・繰り返し、自己や人権を学ぶことが大切である。これまでと同様に、様々な機会を捉え、学びを

進めてほしい。 

・感染症に対する偏見や差別なきよう、指導をお願いしたい。 

【いじめの防止】 

・朝読書や芸術鑑賞という情操教育の視点からの取組みは、根本的な人間性を育てるために大切に 

してほしい。 

・いじめの早期発見のためにアンケートや面談が行われており、対応策が練られている。 

【地域連携】 

・地域との連携がやりにくい社会状況であるが、少なくともその視点だけは確認しながら取組みを

進めていただきたい。 

・コロナ禍で思うように進められなかったと思うが、実施の計画は今後も続けてほしい。 

・閉鎖的になりがちだが、人と人との接点をなくすことは社会の共存を壊すことである。新しい工

夫によるコミュニケーションづくりが必要である。 

【その他】 

・新しい社会環境の中で、一極集中から地方回帰の流れも一部では見られる。進学や就職でこの地

域を出て行っても１０年２０年後に戻ってくる、または他所から応援してくれるような人材を育

てていただけるよう願っている。 

・コロナ禍で生徒や教職員の皆さんには活動しづらい日々が続いているが、出来る限り対策を取り

ながら、安心した環境をお互いで創り出してほしい。 

・地方の高校は、生徒数の減少により志願者倍率が低くなっている。教員数が不足している中、学

級減を志願者倍率で捉えるのではなく、全県下的な視点で考えてほしい。八代清流高校は、魅力

アップのために真摯に取組んでいる。 

 

５ 総合評価 

（１）学校教育目標について 

本校の教育理念である「地域の進学希望者の夢を地域で叶え、地域に貢献する人材を育成する

」に基づき、社会の変化に対応し、持続可能な地域社会の創り手の育成に向け、学校全体で取組

んだ。学校評価アンケートの結果では、生徒７５％、保護者８０％が教育目標を理解していると

回答し、本校が目指す教育について、理解していただいていることが確認できた。 

また、教育実践の評価については、「入学して（させて）良かった」の問いに、生徒９１％、

保護者８９％が当てはまると回答するとともに、全体的に高い評価をいただき、信頼を得ている

と考える。 

（２）本年度の重点目標について 

①自律（徳）「自律した行動がとれる生徒の育成」 

  今年度、生徒会役員の主体的な行事運営には目を見張るものがあった。学校紹介の動画制作や

テレビ出演等には多くの生徒が関わり、意欲的な参加が数多く見られた。一方で、生徒アンケー

トでは、「自主的に学習する習慣」や「ボランティアへの積極的な参加」という問いに、約半数

が消極的な回答で、課題が残った。 

②進取（知）「主体的・対話的で深い学びのある授業の提供」 

  １人１台端末整備先行実践や学習評価の研究指定校事業による指導と評価の一体化について、

学校全体で実践研究に取組んだ。モデル授業の公開（２回）や研究協議会の開催により、職員の

ＩＣＴ活用スキルは格段に向上し、評価の研究では授業の改善において、大いに有益な取組みと

なった。 

③錬磨（体）「特別活動の充実と部活動の奨励」 

  アンケートの「環境、国際理解、福祉ボランティアの学習機会が多い」の問いに、生徒６２％

職員４５％が当てはまると回答、「ボランティア活動に積極的に参加」の問いには、生徒４７％

職員７４％が当てはまると回答し、生徒と職員間に意識の隔たりがあった。総合的な探究の時間

やキャリア教育、人権教育等に関連した重要な分野であり、今後対応の検討が必要である。 

  部活動については、加入率が例年８０％を超え、生徒、保護者ともに約８割が積極的に参加し

ていると回答した。ＨＰには毎月、部活動練習計画を掲載し、部活動方針の徹底や計画に基づい

て練習に取組んだ。 
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（３）自己評価の総括について 

  学校運営協議会やアンケート結果等から、本校の教育活動は全般的に高い評価をいただいてい

ることが確認できた。特に、令和４年度の志願者数が前年度より２２名増加したことは、これま

での教育実践や各種の取組みに対する評価であると捉えている。また、本校が目指す教育と地域

のニーズが一致した結果であり、今後も地域の期待に応え、信頼される学校づくりに努めていき

たいと考えている。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

（１）学校経営 

本校は、令和３年度に創立１０周年を迎えた。次の１０年に向け、生徒募集と働き方改革が学

校経営の大きな柱であると位置づけている。地域に選ばれる学校であることと、職員のワークラ

イフバランスを整えていくことは、教育の質を向上させる意味で一体であると考えている。次年

度においても地域に信頼される学校づくりに努めるとともに、新たな取組みへのチャレンジや次

世代型の組織改編等を積極的に推し進め、学校教育目標の実現に向け、職員一丸となって取組ん

でいく。 

（２）学力向上 

  ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びのある授業の実践に向け、研究授業や公開授業を

前期、後期にそれぞれ実施する。また、生徒の実態に合った課題や教材の選定を行い、定着度を

測りながら授業改善に努める。さらに、各教科の課題のバランスを考え、基礎力養成週間を設定

し、重点的な実力養成を図る。 

（３）進路指導 

  志望者が多い医療系については、看護体験や志望理由書の作成及び対策を進路指導部で積極的

に関わり、継続的な指導に努める。また、公務員希望者が増加傾向にあるので、３年次前期の指

導体制を構築するとともに、外部人材を活用した取組みを実施する。 

（４）生徒指導 

  今年度、校則の見直しを検討してきた。次年度より一部改定を行い、今後も生徒を交え、実情

等を踏まえながら、継続的に検討を進めていく。また、生徒会活動の充実に向けた委員会の統廃

合、学校行事の内容や実施時期について検討する。さらに、交通マナーの向上のために、育友会

と協力して様々な視点から生徒の安全確保に向けた取組みを行う。 

（５）人権教育・いじめ防止 

学校でのあらゆる場面において人権尊重の精神で取組みを行い、安心して学校生活を送ること

ができる環境を整える。生徒主体の啓発を充実させることで、行動力や実践力の育成を図るとと

もに、言語環境を整える取組みを行う。面談の充実や職員の連携を強化し、いじめの未然防止に

努め、アンケートの活用やＳＣ・ＳＳＷ等、専門家と積極的に連携をとり、スピード感のある対

応を図る。 

（６）地域連携 

  コロナ渦により活動が制限される中、可能な範囲で地域と連携した取組みを実践する。総合的

な探究の時間における個別の研究やボランティア活動に重点を置き、地域に貢献する生徒の育成

を図る。また、学校行事や部活動等で小・中学生を招待するイベントの企画や、地域住民と共に

考える防災教育（地震、豪雨）に取組む。 

 


